
都レンジャーは、次の企業にご協力いただいています。　丸紅フットウエア
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 高尾ビジターセンター

 奥多摩ビジターセンター

 御岳ビジターセンター

 小峰ビジターセンター

 山のふるさと村ビジターセンター

 ０４２－６６４－７８７２

 ０４２８－８３－２０３７

 ０４２８－７８－９３６３

 ０４２－５９５－０４００

 ０４２８－８６－２５５１

 １． 観光客などへの利用マナーの普及、 啓発

 ２． 希少な動植物の密猟や盗掘の監視

 ３． 利用者の安全確保のための遊歩道や案内板などの点検、 応急補修

 ４． 動植物の生息、 生育状況など自然環境の継続的観測および監視

 その他、 自然公園を訪れる皆様への自然解説、 登山ルートや施設の案内

東京都レンジャーの業務   自然情報などの問い合わせ

ツキノワグマの目撃情報が増えています。8月 18日には奥多摩町にある川苔山でツキノ
ワグマと遭遇し、襲われて怪我をする事故が発生しました。
ツキノワグマは基本的には穏やかな動物ですが、突然の遭遇などの際には自らを守るた
めに遭遇したものを攻撃する場合があります。ツキノワグマとの出会いを避けるためには
熊鈴など音の鳴るものを携帯するなどツキノワグマに人の存在を知らせるようにしましょ
う。また、沢の流れる音がする場所や見通しが悪い場所では、お互いに気づかないうちに
近づいていることがあります。そのような場所では特に気をつけましょう。

東京都の山にはツキノワグマが生息しています。ツキノワグ
マは夏の終りから秋にかけてドングリなどの堅果類の実を好ん
で食べます。
山のドングリなどの豊凶（実り具合）とツキノワグマの人里
への出没の多さには関係があると考えられています。
そこで、東京都レンジャーはサポートレンジャーと協働で、
奥多摩、御岳、檜原、高尾周辺のドングリの豊凶調査を実施し
ました。今回の結果は以下のようになりました。
（調査は、独立行政法人森林総合研究所の「ツキノワグマ出
没予測マニュアル」に基づいて、平成 25 度より毎年実施して
います。）

今年もどんぐりの実り具合を

　　　　　　　　　調査しました

　ツキノワグマに注意しましょう

令和元年度調査結果
ミズナラ：並作
　　クリ：並作
　コナラ：並作
　　ブナ：凶作

　自然公園の城跡 東京の自然公園には、いく
つかの城跡があります。
主なところでは、戦国時代

に北条氏照が居を構えた滝山城跡や八王子城山。
また、それらの城に情報を送る役割をしていた檜原城址や網代城
山、戸倉城山などがあります。
多くの城跡は付近から見るとポコッと小高くそびえたっており、
外からの攻撃を防ぎやすい場所にお城がつくられたのがわかります。
山頂に上る途中には空堀の跡などもあり、当時の雰囲気を楽しめ
ます。
城跡をめぐって戦国ロマンを楽しんでみてはいかがでしょう。

てんまる

ホンドテン（イタチ
科）のことを奥多摩
では「てんまる」と
呼んでいます。
山地に住むイタチの仲間で、フェレットに似ています。	
獰猛で、ネズミ、ウサギやモモンガも食べる肉食獣ですが、甘いフルーツも
大好きです。
秋の季節は、アケビ、サルナシ、ヤマブドウなど甘い果実が実るので好んで
食べています。日中はめったに出会うことはありませんが、糞には頻繁に遭遇
します。褐色だった夏毛が冬毛に変わり、雪の中で鮮やかな黄色のホンドテン
に出会うとその美しさにびっくりします。70年ほど前までは奥多摩地域でも「て
んまる」の襟巻が作られていました。

クマが目撃された登山道には目

撃情報を知らせる掲示物を設置し

てあります。

自動撮影カメラに写ったツキノ

ワグマ。（奥多摩町）

小高くそびえる戸倉城山 滝山城跡より多摩川を眺める

雪の上を歩く冬毛の「てんまる」 サルナシが入った糞

多摩レンジャー

　　小笠原へ行く！ ver2

こんにちは！前号で紹介したとおり、今夏、小笠原の母島に業務支援で出張をして
きました。今月号では、業務中に目にした小笠原の動植物について紹介していきたい
と思います。

小笠原では、
「アカポッポ」と
いう名前でよば
れ親しまれてい
ます。
小笠原の固有
亜種で天然記念
物に指定されて

います。
以前は数が非常に少なく幻の鳥といわ
れていました。
最近では保護の効果もあってか、数が
増加傾向にあるようです。

アカガシラカラスバト

小笠原の固有陸産貝
類で、母島にしか生息
していません。
カタツムリの仲間な
のですが、殻（カラ）
が退化してしまって隠
れることができなく
なってるそうです。

透き通った体がキレイでカワイイですね！
オガサワラオカモノアラガイ

母島に生育する固有のノボタンです。
淡いピンクに 5枚の花弁が特徴。
父島には類縁の「ムニンノボタン」が
生育していますが、こちらは白色で花弁
が 4～ 5枚。近くの島なのに進化の仕方
が違うのは面白いですね。

ハハジマノボタン ムニンノボタン

これらの動植物は、世界中でも小笠原でしか
見れない種ばかりです。
他にも小笠原にはたくさんの、希少な動植物が生育しており、
東京都レンジャーも、日々貴重な自然を守るために活動しています。
もし小笠原に行くことがあれば、そんな貴重な自然や保護のための取組に目をむけ
てもらえると嬉しいです！


